
踏切の無理な横断は、大きな事故につながりかねない大変危険な行為です。

警報機が鳴り始めてからの踏切内への進入、踏切前方スペースを確認をしな

いまま、前の自動車に続いて踏切内に進入することは絶対におやめください。

踏切内で異常が発生、もしくは危険な状

況を見かけた場合には、まずは非常ボタ

ンを押してください。

●非常ボタン使用のお願い ●高さ注意のお願い（感電事故防止）
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非常
ボタン

詳しくは JR東海  踏切事故防止 検 索

守ろう！通行ルール。
なくそう！踏切事故。

非常ボタンを
押してください。

こんな場面を見かけたら

自転車が

転倒している

自動車が

動けない

歩行者が

渡りきれない

立ち往生となったら

車で遮断かんを

押して出てください。

踏切の手前では必ず 一時停止 し、 右左の安全と前方 を確かめてから渡りましょう。

警報機が鳴っている時は絶対に踏切の中に入ってはいけません。

一方からの列車が通過しても、すぐ反対方向から別の列車が来ることがありますから

注意しましょう。

踏切で車が動けなくなったら非常ボタンを押すか、発煙筒などを使って列車に知らせて

ください。
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